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フオスタ型等価回路によるストリップ線45度曲がりの解析
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(b)ベクトル表示 Ⅰ

1.はじめに 図1(α)に示すストリップ線45度曲がり入出力特性は
同図(b)に示すフオスタ型等価回路(多モ-ドベクトル表示)を用いて計算

できるoここでは45度曲り平面接合部の固有モードを二重対称性を用い

て線路幅比Rの関数として計算した｡さらに､(b)に示す等価回路を用い

て対応した入力出力周波数特性を計算した｡

乙三重磁気壁対称性を用いた平面接合部の固有モード解析 45度曲がり

接合部の導出には､図2(a)に示すストリップ線3段構成回路を用いた｡こ

お品路は､幅と長さの壷;aる〒つのストリップ線路の多轡 等轡 路や号 BTH 2 d",I
不連続部で多開口変圧器で結合しているとして､モード整合方程式を導

出した｡この方程式より求めた固有モードから､接合部の周囲が磁気壁

境界条件となる所望の型①の45度曲がり接合部の固有モードを探す[Z〕.

図3に幅比R-1の時の雄有モードを四つ示した｡幅比に対する固有値の

推移を図4に示した｡

3.45度曲がりの周波数特性 45度曲がり接合部の固有値,固有モードの

電圧分布が求まった事により､フオスタ型等価回路の回路定数が求まる｡

この回路のベクトル表示は図1(b)のようになる｡等価回路から領域#1端

子Zからみた実効インピーダンスが得られ､45度曲がりの周波数特性が

計算できる｡図5は入力Wに対する出力W｡の幅比Rを変化させたと普

の周波数特性である.R-0.8,1.25及びR-I/1.4,1.4においては､0[GHz]
で反射の位相が同相または逆相になる｡従って､絶対値において一致す

る事により値が一致する｡

迎 ストリップ線45度曲がりの周波数特性をフオスタ型等価回路を

用いて計算した｡対応した接合部の固有モードは､3段構成回路と二重

磁気壁対称性を利用して計算している｡
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図5 線路幅比Rに対する透過特性
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図1 45度曲がりと等価回路

型 A-A' β一月l

① 磁気壁 磁気壁

2 電気壁 磁気壁

3 磁気壁 電気壁

4 電気壁 電気壁

(a)平面接合部の連結と (b)電圧分布の対称面
対称面 による4つの分類

図2 3段構成回路と二重磁気壁対称性

図3 平面接合部の固有モード(R-W/W)
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図4 線路幅比Rに対する固有値の推移


